
	 	  

原水爆禁止北海道協議会	 Ｅメール	 hokkaidogensuikyo@pearl.ocn.ne.jp 
電話011（747）7557 fax011（747）7537 ２０１８年１１月１６日 

          11 月 20 日～12 月 10 日  

“被 爆 者 援 護 連 帯 募 金 旬 間”スタートします 

 小樽原水協は 11 月 6 日 17 時 30 分からの６・９行動で、援護連帯の黄

色い募金箱を参加者が手にもって募金を呼びかけました。募金箱は組み立て

てみると意外と大きくない、目立たないねと声が寄せられていました。ちひろ

のチューリップと赤ちゃんの援護連帯ステッカーを募金箱に貼ると（右写真）、

「いいかもしれない」とデビューしました。宣伝行動のあと引き続き開かれた

小樽原水協幹事会、募金旬間に連帯して今日の参加者がまず募金をと訴えら

れ、行動の時の 1000 円と合わせて 6450 円が寄せられました。 

 17 日（土）に開かれる滝川原水協総会、25 日（日）七飯町原水協総会で

も募金の協力を呼びかける予定です。 

 ¢¢¢¢これまでの経験、取り組みの予定など、どうぞお寄せ下さい 
 

「生きているうちに核兵器の廃絶を」との被爆者のみなさんの願いに応え、被爆 75 年を核兵

器廃絶の決定的な転換点とするために、『募金旬間』の取り組みにご協力ください。 

1． ご近所など身近なところにも呼びかけを広げてください。 

2． 原爆展、平和のつどい、学習会、文化行事など様々な行事で募金の協力を呼びかけて

ください。 

3． 地域原水協ごとの取り組みにもご協力ください。 

（ 日本原水協「募金協力のお願い」より抜粋 ） 

 

        い わ さ き ち ひ ろ 生 誕 1 0 0 年   

2019 年いわさきちひろカレンダー 好評取り扱い中 
 子どもたちの未来に、核兵器のない世界を渡そうという願いと、

すべての子どもたちに限りない愛をこめた「ちひろカレンダー」は、

1975 年以来 40 年以上にわたって核兵器廃絶と被爆者援護・連帯

の輪を草の根に広げるとともに、原水協を支える重要な財政活動と

して発展してきました。ちひろカレンダーの普及に協力下さい。 

 頒布価格 １４００円＋税 （送料別／２５本以上は無料） 

★ 申 し 込 み  ⇒ 北 海 道 原 水 協 へ 

  

カレンダー購入された方はちひろ美術館の入館料 2名 

まで無料になります（カレンダーにあるハガキ持参下さい） 

 

「愛と平和のちひろカレンダー」を被災地に贈る運動（募⾦）にご協⼒を  
  2012 年から全国から寄せられた募金で、被災地にちひろカレンダーを贈呈してきました。 

  今年は 11 月 15 日に北海道胆振東部地震の厚真町を、北海道原水協で訪問して全国の皆さ 

んからの寄せられた温かい気持ちを届けました（詳細は 15 日付ニュース参照）。日本原水協 

は 13 日～14 日福島県内の富岡小学校・中学校、ふたば未来学園中学・高校を訪問、ちひろ 

カレンダーを贈呈しました。  （ 詳しくは次ページをご覧ください ） 
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東⽇本⼤震災・福島第⼀原発事故、⼤地震、豪⾬災害 
被災地にいわさきちひろカレンダーを届けよう 

ちひろカレンダー被災地贈呈キャンペーン 

私たちは、東⽇本⼤震災・東京電⼒福島第⼀原発事故をきっかけにこれまでは
「いわさきちひろカレンダー」を個⼈的に贈られていたものを、2012 年より被災
地贈呈キャンペーンとして位置づけ、毎年多くの⽅に募⾦の協⼒や、実際に届けに
⾏く「被災地カレンダー贈呈ツアー」への参加協⼒を⾏ってまいりました。『部屋
が明るくなったね』『かわいい絵で、すごく癒やされます』と喜んで受け取ってい
ただいています。 

「愛と平和のちひろカレンダー」を被災地に贈る運動（募金）にご協力ください 
個人一口１０００円、団体は一口 2 万円でお願いします。 

（何口でも構いません。ワンコイン募金も嬉しいです） 

下記の郵便振替口座に、＜被災地カレンダー＞と明記ください。 いします

（０２７００－９－７３８６原水爆禁止北海道協議会） 
 

■お問い合わせ：原水爆禁止北海道協議会（北海道原水協） 

            ℡011（747）7557 fax011（747）7537 

北海道原⽔協は 11 ⽉ 15 ⽇、厚真町と仮設住宅を訪問し
ました。「温かい感じがいいね」とちひろカレンダーを⼿に
した宮坂尚市郎町⻑は「まだまだいろいろなものが必要、カ
レンダーも必要です」と、訪問を歓迎。仮設住宅では突然の
訪問でしたが、「ほー、いいね」と満⾯の笑顔で受け取って
くれる⼥性。「良かった、助かります」と喜んでくれる男性
など、⼀⼈ひとりの話を丁寧に聞きながら⼿渡ししました。 

 
厚真町のみなさん、 
胆振東部地震の被害に対して⼼からお⾒舞い申し

上げます。 
厳しい冬を前に⼀⽇も早く皆さんが元の⽣活に戻

れることを願って、私たちは全国から寄せられた募
⾦で、あなたのお部屋に愛と平和のちひろカレンダ
ーをお届けします。 

2018 年 11 月     

原 水 爆 禁 止 北 海 道 議 会（北海道原水協） 

札幌市北区北 16 条西丁目２－２ 

ワンコインも大歓迎 


